
【岡山大学】国際的なインフルエンザウイルスによる死亡率の長
期変化を明らかに 

＜発表のポイント＞
・国際的なインフルエンザウイルスによる死亡率の傾向を明らかにしました。
・2001～2018年の65か国におけるインフルエンザウイルスによる死亡率を分析した結果、インフ
ルエンザウイルスによってなくなる方は国際的に近年増加傾向にあったことを明らかにしました
。
・地理的地域や経済水準などによってもインフルエンザウイルスによる死亡率が異なる傾向が認
められたことも明らかにしました。

◆概 要
国立大学法人岡山大学（本部：岡山市北区、学長：那須保友）の岡山大学病院感染症内科の萩谷
英大准教授と岡山大学学術研究院医歯薬学域医療教育センター薬学教育部門健康情報科学分野の
小山敏広准教授は、これまで十分に明らかにされていなかった国際的なインフルエンザの死亡率
の長期的な変化を明らかにしました。本研究は札幌医科大学、大阪大学、徳島大学病院などの複
数の研究機関と医療機関の研究者との共同研究において実施されました。

インフルエンザウイルス感染症は気道感染症として臨床的に頻度の高い疾患ですが、その大半は
対症療法または抗ウイルス薬の投与により、重篤化することは多くはありません。しかし、免疫
力が低下している状態や、その他の基礎疾患を有している場合は重症化することがあり、命に関
わる場合も少なくありません。

本研究では、世界保健機関から提供を受けた65か国のインフルエンザウイルス感染症死亡患者数
のデータについて2001年から2018年までを分析しました。

その結果、インフルエンザウイルスによる人口当たりの死亡者数は2009年ごろから世界的に増加
傾向にあることが示されました。また、地理的には北米、西ヨーロッパなどで顕著に増加傾向が
認められ、国や地域によってインフルエンザウイルスによる死亡率の長期的な変化について異な
る傾向があることが示唆されました。

研究成果は、英国感染症協会学術雑誌「Journal of Infection」のオンライン版に2023年6月16日 
 に掲載されました。

本プレスリリースは、2023年8月31日  に岡山大学ホームページで公開されました。
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◆研究者からひとこと
＜萩谷英大准教授＞
インフルエンザウイルス感染症はこれまでに変異を繰り返し多くの感染者・死亡者が出ています
。今後の治療薬開発や予防戦略を考える上で、過去を振り返ることは非常に重要だと思います。
今回のデータが、将来のインフルエンザ対策の一助になることを期待しています。

＜小山敏広准教授＞
今回の研究は多様な研究者の協力により、ヘルスケアデータサイエンスという新たな領域で国際
的な医療データベースを臨床的な視点で分析した結果として得られたものと思います。今後も、
国際的にインパクトのある研究成果を追及し続けていきたいと思います！
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◆研究資金
研究課題：医療データサイエンスによる高齢者医療の疾病構造に関する臨床疫学研究
研究課題/領域番号：22K10415
研究種目：基盤研究(C)
研究機関：岡山大学
研究代表者：小山 敏広 岡山大学, 医歯薬学域, 准教授 (60595106)

◆詳しい研究内容について
国際的なインフルエンザウイルスによる死亡率の長期変化を明らかに
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r5/press20230831-4.pdf

◆参 考
・岡山大学病院
https://www.okayama-u.ac.jp/user/hospital/
・岡山大学病院 感染症内科
https://www.okayama-u.ac.jp/user/hospital/index121.html
・岡山大学大学院医歯薬学総合研究科附属医療教育センター
http://cdmhe.jp/

◆本件お問い合わせ先
岡山大学病院 感染症内科 准教授 萩谷英大
〒700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1 岡山大学鹿田キャンパス
TEL：
https://okayama-u-genmed.com/

岡山大学 学術研究院 医歯薬学域 医療教育センター 薬学教育部門 健康情報科学分野 准教授
小山敏広
〒700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1 岡山大学鹿田キャンパス
TEL：
https://www.mdps.okayama-u.ac.jp/research/researchfield/clinical-evaluation-and-
development-of-pharmaceutical-biomedicine/

＜岡山大学病院との連携等に関する件（製薬・医療機器企業関係者の方）＞
岡山大学病院 新医療研究開発センター
〒700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1
下記URLより該当する案件についてお問い合わせください
http://shin-iryo.hospital.okayama-u.ac.jp/ph_company/

＜岡山大学病院との連携等に関する件（医療関係者・研究者の方）＞
岡山大学病院 研究推進課 産学官連携推進担当
〒700-8558 岡山県岡山市北区鹿田町2-5-1
TEL：
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E-mail：ouh-csnw◎adm.okayama-u.ac.jp
※ ◎を@に置き換えて下さい
http://shin-iryo.hospital.okayama-u.ac.jp/medical/

＜岡山大学の産学官連携などに関するお問い合わせ先＞
岡山大学研究推進機構 産学官連携本部
〒700-8530 岡山県岡山市北区津島中1-1-1 岡山大学津島キャンパス 本部棟1階
TEL：
E-mail：sangaku◎okayama-u.ac.jp
※ ◎を@に置き換えて下さい
https://www.orsd.okayama-u.ac.jp/

岡山大学「THEインパクトランキング2021」総合ランキング
世界トップ200位以内、国内同列1位!!
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000070.000072793.html
岡山大学『大学ブランド・イメージ調査2021～2022』「SDGsに積極的な大学」中国・四国１位!!
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000373.000072793.html
岡山大学『企業の人事担当者から見た大学イメージ調査2022年度版』中国・四国１位!!
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000122.000072793.html

国立大学法人岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。また、政
府の第1回「ジャパンSDGsアワード」特別賞を受賞しています。地域中核・特色ある研究大学：岡
山大学にご期待ください
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